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ナイトロミンの姻虫卵発育に及ぼす影響について
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大阪大学微生物病研究所寄生虫原虫学部（部長 森下燕教授）

（昭和 32年 7月8日受領）

緒 雷

Nitrogen mustardの作用機Jf；は旺盛な腫務細胞の核

分裂阻止にあるとされ，X線に類似する作用が認められ

ている。既に Nitrogenmustardと放射線の細胞核牙裂

に及ぼす作用の比較研究報告は少くないが，畑虫卵発育

に及ぼす影響についての知見は米だみられない。私は先

に放射線の畑虫卵発育に及ぼす影響を報告したが，上述

の性状に鑑み両者の比較を試みんと企図し1949年石釦ら

により創製され疋ナイトロミン（Nitrogenmustard-N-

Oxide）を用いて以下の実験を行った。

実験材料及び方法

虫卵材料 ：生鮮豚姻虫の子宮ぷ端（約lcm）より採医

した受精卵を毎回4～5笠牙宛充分混和し，予め4%ア

ンチフォルミン液中に約30牙浸し夜内膜除去後中型シーγ

ーレにとり常水約20ccを加えて虫卵液そ調製する。試験

区分は摘出直後，培長 3' 5' 10, 15口口の 5いくとし

た。

試供薬剤の添加及び添加後の虫卵培主主 ：前記各医の虫

卵液 2cc宛を小型シャーレにとり，その各個にナイトロ

ミン〈占官製薬製） 50mgアンフツレ入試料を常水にて点

々し 20,50mgを合ませる慌に稀釈した液 4cc添加後

28°～30°Cの府卵器中て培長した。尚20mg合有液のみ

は別に細胞の法透性を日めるいみてヒアルロニグーゼ

（持田製薬製） 2,500 V.U.M.を生理的食塩水 1ccに稀

釈したものを添加して培持した。叉経過の鋭祭は培創出

始後3,6, 10, 15, 30，日LIの5凹に行った。

発育能の昨百及び抑制の判定 ：既に放射線の場合に版

告したと間際，防；J]の判定は培必30U口に於ける仔山形

成阻止率を対照と比較してその左の有な性〈危険率 5

%〉を検定するととによった。但し培義15IJ日（ff虫包

蔵卵〉の場合は，細胞の変性像の百分率によるものとし

KAI KADOT A : Influence of Nitromin upon the 
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Diseases, Osaka University, Osaka) 

その他培長4011II Uこ於ける仔虫の運動性の有無を参考に

した。

猶虫卵のJ&TJ段断は単細胞期（M），早期桑実期（E)'

後期桑実期（L)' ~再叫期（T） ， 運動仔虫期（ME)

及び変性卵（D）に好1う百牙率並に発育指数 er.v. 
D. ）を求めて観察したが，発育過程に於ける抑制は，

I. V. D.の他に，各観察口に於ては放射線の場合に

定めた発育指紋虫卵形成率を火々の対照と比鮫して両者

の結果を総合的に検討した上て判定する方法によったο

実験成績

各発育時期別に成績をむめると第1～ 31＜の係ーにな

る。虫卵は夫々 100筒について発育状態を観察した。発

育能の防告は実験刀法に記した規準に従って検定した結

決，虫卵の各)6百｜時期に於て何れの場合にも認めえなか

った。叉発育過程に於ける抑制も工.V. D.及び発育

指標虫卵形成率の両者を検討したが何れの場合にも明瞭

に認め難かった。

考 按

先に私が報告した故射線照射時の虫卵店長は 2.5%フ

ォルマリン水を用いたが，今回はナイトロミン及びフォ

ルマリン水の相互聞に化学反応を生ずる場合を考慮し，

凡て常水を用いた。又ナイトロミン添加は最初行うのみ

とし，培長経過中に於ける添加液の史新は試みなかった。

乙れは放射線の場合に於ても一時照射に限定したので，

両者を比較する目的には添加液不換を適当と考えたから

てある。

実験成績に記した肢に，虫卵の防'tDはJ-＆主主30日日に於

げる仔虫形成[ill！と率により判定したが，何れのナイトロ

ミン添加時も－f-官より j1首山｜立後の単細胞期，単細胞期及

2細胞期（培義 8日目），捌虫単羽及仔虫期（培長10日日〉，

1 jこ虫期（培旋回日日〉の他，放射線照射の場合常に防；む

の最高を示した早期桑実期（培茶5日日〉に於ても障万

を認めえなかった。猶仔虫期虫卵ては培~40 日目に於け

る仔虫の運動性有無も検したが対照と比佼して殆ど差を

認め難かった。従って虫卵は各発育時期別に凡て降苫は
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第 3表培養10日目虫卵及び 15日目虫卵添加時

虫卵 区分 培養 10 日目 虫卵

NMOの添加孟

培養日数

lmg 
20mg+ 

20mg HYD 2, 500 
V.U.M. 

20mg 

虫
一

目一

D
M

一
回

U
・

日
一
＋
V

50mg 

発育状態

15 

日

30 

日

15 

日

30 

日

15 

日

30 

日

30 40 日

日 B B 
（＋）（ー）

初

日 －
、
、，，
，

1

一B
一

f
』

（

O

一、
j

4

一B
＋

－
（
 

30 

日

40日

B B 
（＋）（一，

N 
M 

c 

E 
N 

c 1 1 

N 
L 

c 1 

N 
T 

c 

ME 
N 99 99 99 99 98 98 100 56 42 100 59 40 100 62 37 

c 99 99 99 99 98 98 99 62 36 100 53 46 100 53 46 

N 1 1 1 1 2 2 2 1 1 
D 

c 1 1・ 1 2 1 2 1 1 

N 396 396 396 396 392 392 
I.V.D. 

c 397 396 397 396 394 392 

註 ： B （＋）は運動性あるもの，B（ー）はないものを示す。

来さなかったものと見倣される。 ン酸塩を分解し粘関j立な減少させる組織拡散作用が認め

次に発育過程を観察するに工. V. D.は各発育問WJ られているので，その添加によりナイトロミン劫民の別

別に対照と比1J変して差は殆ど認めず，各観察日に於ける 強を期待したが今同は）76枠を高めたとは凡似し1~えいj；文

発育指標虫卵形成率も一，二を除く他一般に対照とイJ/:J: 結を示した。

の差を示さなかった。上述のaを示したのは摘出u'i:後山 以上の如く虫卵に何ら防官乃主抑制そ認めたかワた現

卯のナイトロミン 1mg及び 20mg 添加の場合並に培j~ 象の基因としてはナイトロミンの波皮不足も考えられる

5 ［］日虫卵のナイトロミン20mg及びヒアノレロニグーゼ が相当高波皮迄観祭したので，先ず木剤の水I容液：よ}J文；ぞ~： 

2,500 v.u. 
1去虫卵形成率〈培養10円日ては仔虫形成率と定めて」；〉 条件により異るが， 主~·性を一定に保：；保必可能とされて

る〉についてて、ある。併し乍a ら上記の三例は何れもj古i宅． いるのは氷室中 1.0～ 0.5CJ6生理的食塩水溶液に於て少

10日自に限定してその前後の培必6,15日日に於ては対照 くとも24[1!j悶てあり，従って今回の様に室i[，ょうだ！践の場介

との差はなく叉 I. V. D.の差も僅小にとどまってい はそれより疋に短いと推定さ九る。併し乍ら例え活性が

るので，明瞭な発育抑制を受けたものとは見倣し難い。 急速に低下しても数時間以内は相当有効と見倣されるの

即 ！：＞今回の実験に於て凡ての場合，ナイトロミンの虫卵 、ど，早期桑実期 CJ古美5日「I）虫卵の如く細胞分裂の反

発育能に及ぼす影響はなかったものと考えられる。術ヒ も旺盛なl時期に於て何ら影枠を与えなかった結果よりみ

アノレロニダーゼ、は既往の知見として，組織中のヒアルロ れぼ，をの他の機／）＇：の関与が考えられる。諸’：%＜の論：こ
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従えば卵殻の Lipide様性質は高いと見倣しうるので，

卵戒の透過性は水溶性の大きい牙配係数の小さいものに

対して低下する即！）卵殻の性状に基き木剤が卵殻内に透

入し難いためと推測される。

結語

1.豚畑虫卵を各発育時期別にとりナイトロミンを 1

mg, 20mg, 50mg添加した常水〈夫々 6cc）に培養を試

みその発育に及ぼす影響を観察した。

2. 虫卵の発育能の障害を仔虫形成阻止率より見たが

凡ての場合に於て障害は認められず，叉発育館の抑制も

認め難かった。

3.上記現象の基因として先ず木剤の水溶液は放置す

ると速かに活性が低下する点を考慮すべきであるが，そ

の他卵殻の Lipide様性質は高いと見倣しうるので本剤

が卵般内に透入し難いためと推測される。

終 Pに臨み，終始御指導と御校聞を賜った森下燕教授

に深謝すると共に，種々御助言を戴いた伏見純一博士に

厚〈感謝する。

本論文の要旨は昭和 31年 11月，日本寄生虫学会西日

本支部第 12回大会に於て発表した。
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Summary 

It is generally well known that Nitrogen mustard 

is a substance which, similarly to X-ray, exhibits 

activity of inhibiting nuclear division of the tumor・ 

cells. In this connection, it might be interesting: 

to attempt an experimental observation on its 

influence upon tne developmental ability of ascaris 

eggs and to compare the results with those obtained 

by X-ray irradiation as previously reported. 

Nitromin, a commercial product of Nitrogen mu-

stard-N・oxide,was applied for this purpose, prepa・

ring solutions containing its 1 mg, 20 mg, and 50 

mg in each 6 cc water respectively, in which the 

eggs of di百erentstages were immersed and kept at 

28°～30°C for the duration from 3 to 30 days. The 

eggs were then examined for their development 

or morphological change. The results, however, 

were all negative, namely, neither inhibitory action 

upon nor depressive phenomenon in the develop-

ment of the eggs were observed in any case. 

These results may have been caused by the fact 

that the activity of Nitromin may be lowered after 

24 hours, and on the other hand, owing to its 

insolubility in egg shell substance, it can not pen-

etrate through the latter. Therefore, there is no 

evidence whether or not Nitromin can act on the ・ 

egg cells when it comes contact with the latter,, 

although it seems to be very probable.‘ 




